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１．はじめに「共通教育開発の経緯と結果傾向」
　新たな教育を開発する場合、その教育の専門性が重要であると同等に、大学が目指す人
材育成の方向に対して、どのような紐づけがされるかも重要な関心事である。
　キャリアデザインの一部としてのインターンシップＡの開発において、どのような方向
性を検討したかについて整理をした。紀要では、論述すべきであるが、開発時の検討コン
テンツの解説として記述することとした。
　大学における必修授業であるため、学術研究にもとづくものであり、実務適用において
有効性が確認されたメソッドを利用し、実際に学生が仕事に就いた場合に活用できること、
かつ本学の教育理念に紐づけられることを要件とした。また、授業の運営や学生の理解を
スムーズに行うために、改善を加えていく必要があることから、著作権を考慮したオリジ
ナルコンテンツとしての開発を条件としている。2015年の授業開始から、多数の教員の皆
様に教室の運営を実施して頂いたことに感謝し、開発のベースとなっている基本的な考え
方や方法論について書き表すこととした。今後の展開において、学生の就業に対する基礎
力の醸成プログラムとして進化し、学生が大学生活のいろいろな場面で何度も使用し、実
用として身につけることを期待している。
１．インターンシップＡの授業のフレームワーク及び教育の結果傾向
２．開発のベースとなっている基本的な考え方や方法論
　　本学の学生育成像及びキャリア教育におけるインターンシッププログラムの構造化
　　ＰＢＬ型授業を行うためのツールのパック化と行動特性の組み入れ
３．今後のさらなる展開への考察
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⑴インターンシップＡの授業のフレームワーク
授業 問題解決フレームワーク概要 セットされている行動特性 事前学習
第１単元 ・授業の目的と内容、達成目標 ・授業内でとるべき行動を知る なし
第２単元 ・授業実施と振り返り方法の理解 ・７つの行動を知る、現状記入 なし
第３単元 ・	重要な提案に繋がるアイディア
を探す方法
・	グループワーク内で自主的に
行動する、対人理解力
関心事の
洗出し
第４単元 ・	自分視点と相手視点での取るべ
き行動の違いに気づく
・テーマの記述を穴埋め的に行う
達成志向力、対人理解力、対人
影響力
ＰＤＣＡ
を知る
第５単元 ・	ツールを使った情報の構造化の
グループワークによる練習
・情報の重要度の評価
達成志向力、対人理解力、対人影
響力、徹底力
情報の論
理的な構
成方法
第６単元 ・	目的と目標（得たい状態）の記
述を穴埋め的に行う
・	重要な場面の理解と行動モデル
のグループワークによる作成
相手志向力、徹底力 意図した
行動に気
づく
第７単元 ・	マナーの基本的な考え方を相手
視点で理解する
・	感情の承認と理屈の承認の区別
と取るべき行動に気づく
達成志向力、相手志向力、先見
力
６回の授
業での自
分の行動
の振返り
　授業は、問題解決をテーマとして、関心事の洗出しからプレゼンテーションまでの学習
を積み上げる方式で構成されている。基本的には、各回の授業がグループ討議、グループ
ワーク方式で自主的に行われる教材として提供される。事前の自己学習で知識や気づきを
得たうえで、授業に参加する。行動特性は、重要な場面で発揮されるという特徴を持つこ
とから、問題解決のテーマを「大学をさらに良くするためには」という学生共通の関心分
野としている。さらに、初めて学ぶ学生に理解しやすい穴埋め方式、日常のエピソードに
もとづく課題学習、グループ討議、グループワークなどワイワイ楽しく、なるほど感、盛
り上がりを意識した教材となっている。授業が始まると、教材により学生自身で学びグルー
プワークを進められるように、進め方の手順書の形式としている。
　各単元ごとに、授業への取り組みで期待できる行動特性項目がセットされており、学生
はその授業で意図を持った行動が要求される。単に問題解決としての成果を出すだけでな
く、そのプロセスでチーム力を高めるための行動を同時に学び、自己確認をすることとな
る。授業の終了時には、「単元の振り返りシート」により、意図をもって行動ができたの
かを自己確認する。
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⑵教育の結果傾向「７つの行動特性項目の変化」
学生 達成志向力 相手志向力 チームワーク力 先見力 徹底力 対人影響力 対人理解力
Ａ
非常に高 徐々高
以前は自分のことを考えていたが、グループメンバーに気が付くようになった。
授業回数を重ねるごとに、相手目線になり相手の考えに変化を与えられた。
Ｂ
高まった 少し高 少し甘い 難しい
毎回の授業振り返りで行動自己評価をして、意識し向上させることができた。
提出物は最低限で満足していたが、丁寧にこだわって作り込むようになった。
Ｃ
変化なし 意識は高 空回り
自分が抜きん出ることが貢献だと錯覚していたことに気づいた。
まじめにやっていたが、ダメな部分と良い部分が見いだせた。
Ｄ
重要だ 常に高
内容の充実と納期を守ることが社会人の基礎であることが良く分かった。
達成志向力と徹底力を両立することが常に難しかった。
Ｅ
まだ甘い 特に高 まだ甘い
以前は、相手のために何かしてあげたいと「思う」だけだったが、授業ごとに相手への恐怖
心が薄れ、率先することが当たり前になった。
Ｆ
少し高 高まった
目標をもって話をすることの必要性と、熱心に話すだけでなく相手の興味と繋がらなければ、
自分の考えが伝わらないことを理解した。
Ｇ
特に高
相手の気持ちや行動に目を向けるという「視点を変えてみる」を心がけた。
事前に準備をすることで、スムーズに行動できるよう工夫するようになった。
Ｈ
特に高
以前は、挨拶はどうでもよいと思っていた。自分のことを沢山話してしまっていたが、相手
のことを理解するために、相手の求めることを聞くようになった。
Ｉ
少し高 高まった
集合時間や10分前行動などをしっかり守り、先生の指示に従って行動できている。
まずはとりかかって、早く終わらせるようにしている。
　学生は、授業開始の４月に「７つの行動特性項目」について、現在どのような状態なの
かを記述する。授業が進むにつれて、グループワークを通じて求められる行動を一つひと
つ学んでいく。上記の表は、全授業終了時に、あらためて「７つの行動特性項目」につい
て振り返ったものである。
　個人ごとに行動に対する課題意識が異なるため、授業が終了した時点では、特に高まっ
た行動の項目は異なった。チームワーク力や対人影響力が高まったという学生の特徴は、
相手の視点に切り替えて勇気をもって実行するということであった。達成志向性や徹底力
は、社会人若年期に重要な行動項目だが、グループワークの成果を出すことが求められる
毎回の授業で増幅されたものと思われる。全体で共通しているのは、「このように思いやっ
てみた」「これはやってみたが難しい」など、意図を持った行動である。つまり、動機をもっ
て行動した結果、７つの行動特性項目の自己評価の振返りができたという点である。
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２．開発のベースとなっている基本的な考え方や方法論
⑴教育開発の拠りどころとしての本学の学生育成像
　教育カリキュラムを開発する場合のよりどころは、作新民から導かれた教育理念とした。
この教育理念は、大学学士としての知識の習得と、その知識を学ぶための基礎技術、そし
てその学びを行動に組み入れ、日常的に使えるように何度も繰り返し鍛錬するという３つ
の要素として設定することができる。この知識の学びや行動を鍛錬し自分のものにするに
は、建学の精神である「自学・自習」「自主・自律」が起きる学習環境を用意することが重
要である。
　知識の習得は、学部専門知識と仕事で必要とされる情報の論理的な構成力など基礎技術
で構成されるが、学部専門知識の習得段階で付加することもできる。建学の精神に紐づけ
た教育の開発では、全学生を対象とした一つの授業で取り上げ、統一的に行うことが効果
的である。これは、企業における「顧客満足の考え方」を社内統一教育として全社員対象
に実施することと同義である。
　行動能力は、学生個々の育った環境から経験的に取得される。個人の個性としてばらつ
くことは当然であるが、大学学士として行動を学ぶ場合は、論理的に考えられるような学
問的なアプローチであることが望ましい。さらに、本学の教育理念である「自らを新たに
していく」理論が含まれたものであることが必要となる。
　熟練については、この教育で学んだことを、学内外の多様な場面で使うことにより、自
らの応用実行により、成功体験的に積み上げていくことを想定している。
作新学院大学学士育成像の3つの要素
2016  internship proposal  
学び、研究した複数の
専門知識や技術を繋げ、
論理的に思考できる
新たなことを受容し
自分を適応させるための
行動力を身につける
実践を通して専門知識と
行動力を統合し、地域社会に
貢献できる技能を磨く
㻨教育理念㻪
作新民としての動機・使命感
自分が持つ材料を効果的に
組立て、準備し、実行することで
自分が対面する状況にｱﾌﾟﾛｰﾁし
そのアプローチの各段階で
自ら意図する成果や効果、変化
を生み出す力を身につける
(学士)作新民
行動を新たにし
適応する分野
知識や技術を
学ぶ分野
貢献のため
鍛錬を続ける分野
(1)知識 (2)行動
(3)鍛錬
「自学・自習・自主・自律」の精神に基づく教育の実施
「時代の変化に対応して自らを常に新しくしていくとともに、時代に応じて変化する
社会に対して積極的に働きかけ、社会を良き方向に変える能動的人間の育成
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⑵キャリア教育におけるインターンシッププログラムの構造化
　必修授業であるインターンシップＡの目的は、「授業で身につけた知識と技術をインター
ンシップによって実践し、将来の就業に向けた適応度合いと不足能力を自己確認する」と
した。また、授業を通して「自らの能力を磨き続けるプロセスを経ることによって、就業
への取組み意識を向上する」ことを到達目標としている。上記構造図は、２年生のインター
ンシップＡで学ぶことを、３年生のインターンシップで実務体験し、実際の仕事の中でさ
らに知識を吸収し、実践的に熟練していくための関連性を想定している。
　インターンシップＡは、仕事で必要とされる基礎スキルを前提に、次年度のインターン
シップで求められる知識と行動の事前教育として位置付けたものである。もちろん、学部
で学ぶ知識や技術、行動が総合的に活用されることは前提である。
　インターンシップＡで学ぶ基礎知識は、問題を整理し解決策を見つけ出すためのステッ
プの概略を体験的に学ぶこと。さらに、授業に取り組む中で、自分の行動について論理的
に理解する糸口を掴むためのプログラムとして構成している。
　問題解決手法は、数値データを中心に扱うＱＣ手法や言語を中心に扱うＫＴ法など、論
理化されたものが仕事上の実務ツールとして開発されている。インターンシップＡの問題
解決ステップは、これらの手法で用いられる基本的な考え方をもとに、１つの授業時間の
中で大学生が自ら理解し実行できるプログラムとして新たに開発し構成したものである。
　行動の理論は、行動特性理論をベースとして、自分の行動を実証的に確認するとともに、
その理論の活用に気づき、ステップアップへの意識を持つことを目標としている。
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ教育科目の構造化
2014-2015  internship proposal  
動機・使命感醸成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
● ベーシック(知識・理解)は単体教育運営・アドバンス(応用)は複合教育運営、アクティブラーニング化とブレンディング
● ビジネステクニカルは、ケーススタディによるベースの知識理解と在学中に複数回実践し定着できるものとしてカスタマイズ
● 行動に関する知識と訓練や動機・使命感醸成方法はコアとして自学開発をする
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⑶インターンシップＡプログラムの構成
　カリキュラム構成は、縦軸で問題解決の学習をしながら、同時に横軸で行動特性につい
て各授業回数に応じ連続して積み上げができる学習プログラムとなっている。
　授業は、20名の教員による共通カリキュラム実施が可能であることと、本学の学生の特
徴も踏まえたスムーズな運用ができるように、次の２面を組み入れている。
①　学生が前向きに参加できるカリキュラム作り
・	興味を持って前向きに取り組めるよう、各単元ごとに就業時に必要な基本の考え方と技
法を学ぶ事例研究を取り入れる。
・	行動を新たにするための手法を組入れ、討議を中心とした授業に参加することにより、
行動について体験的に学習できるようにする。
・	事前学習及び準備と単元実施、授業の振り返りを行なうカリキュラム構成とし、各単元
で成果物を求める。
②　運営をスムーズに行なうためのカリキュラム開発
・	建学の精神に紐づけたインターンシップ授業は、コアカリキュラムであるため、全てを
オリジナル開発とし、著作権を保持することにより、柔軟な改善を可能にする。
・	学生がテキストを見れば自分たちで討議を進められるような授業の学生手順を表記する
とともに、複数教員が実施できるように教員手順書と単元成果物サンプルを提供する。
・教員が学生の行動を重視しアドバイスできる仕組みとする。
・複数の教員が共通授業として使用するツールをパック化する。
【3時限振返りｼｰﾄ記入提出】
・学びや気付き
・行動の振返り
【4時限振返りｼｰﾄ記入提出】
・学びや気付き
・行動の振返り
【3時限目】
・ブレーンストーミング
持寄りｶｰﾄﾞ18枚～
・グループワークと成果発表
<教員手順書と学生ﾃｷｽﾄ>
【4時限目】
・PDCAでの目標設定をする
・グループワークと成果発表
・4時限指定行動3項目の実践
<教員手順書と学生ﾃｷｽﾄ>
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟAカリキュラム構成イメージ
2014-2015  internship proposal   
・4時限目の事前学習の確認
・3時限目の事前課題(宿題)
「改善ｱｲﾃﾞｨｱ3つｶｰﾄﾞ記入」
・4時限目の事前課題確認
<予習ﾃｷｽﾄ>「PDCAとは・」
・4時限目の行動設定2項目
・5時限目の事前学習の確認
事
前
学
習
授
業
振
返
り
行動項目
の積上げ
問題解決の4つの手法を学びながら、7つの行動項目を積上げ
体験的に学習する。
修得ﾃｰﾏ
の連携学習
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⑷ＰＢＬ型授業を行うためのツールのパック化
　インターンシップＡは、グループの自主的運営を行い、全授業を通して一つのストー
リーに沿ってテーマを達成するとともに、グループメンバーの相乗効果とメンバーの新た
な気づきから学ぶ方法となっている。この授業運営の方法は、２つのＰＢＬ（project-based	
learning&Problem	Based	Learning）を組合わせた教育カリキュラムと考えることもでき
る。具体的な授業運営ツールとして、学生の「テキストとワークシート」「単元振り返りシー
ト」、教員の「進行表と成果物サンプル」「学習ポイント」を全授業で統一のものとしている。
　学生用テキストは、授業開始時にグループメンバーが自分で行うべきことを短時間でマ
ニュアル的に確認しながら使用するために、記載の表題や順番を全回の授業で統一したも
のとしている。また、事前学習において次回授業のための導入意識を高める学習とグルー
プ討議のための材料出しを各単元ごとにセットしている。
　授業が始まると、２回目の授業でグルーピングされた６名の学生は、テキストにより自
分たちで行うべきテーマと手順、手順ごとの所要時間、内容を確認しながらグループ討議
や成果物の作成を自主的な運営で行う。この運営の中で、各グループメンバーは、当回授
業で設定または自主設定した行動特性項目に意図的または気づき体験的に実行することと
なる。教員によるグループワークの進行や成果物のアドバイスは、自主的な取り組みを進
めるためのきっかけとして方向性を示す程度としている。授業での教員の役割は、学生個々
の行動がどのようになっているかを注視することである。学生個々の行動とその行動のグ
ループ内の関係性について確認し、授業終了時の全体コメントにてフィードバックを行う。
授業運営ツールのパック化
2014-2015  internship proposal   
●複数の教員が共通科目・別科目の中で使用するツールをパック化する
※共通のツールを使用することで、学生間の研究・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが深まる
※自己の学習計画と課外自己研究、学生による討議で自学環境を作る
<パック化のイメージ例>
[概説書]
<A4>2枚程度
目標に基づきどのようにしたら
①達成できるかの計画をたて㻔㻼㼘㼍㼚㻕
②計画に基づいて実行し㻔㻰㼛㻕
③目標どおりにできたかや結果が
得られたかを自己評価し㻔㻯㼔㼑㼏㼗㻕
④うまくいっていないことがあれば
対応方法を考え補足実行する
㻔㻭㼏㼠㼕㼛㼚㻕というプロセスをまわしま
しょう。
㻼㻰㻯㻭をまわそう
[課題書]
<A4>1枚程度
講義名
取組課題と目標㻛値
①計画㻔㻼㼘㼍㼚㻕
②実行㻔㻰㼛㻕
③自己評価㻔㻯㼔㼑㼏㼗㻕
④補足実行㻔㻭㼏㼠㼕㼛㼚㻕
[ﾜｰｸｼｰﾄ]
<A4>自由枚数
実行㻔㻰㼛㻕
[教室運営書]
<A4>1枚程度
①コンセンサス・・・㻝㻜分
②各自発表・・・各㻝㻜分
③課題の明確化・・・㻞㻜分
④解決討議・・・㻠㻜分
⑤全体コンセンサス・・・㻞㻜分
⑥教員評価・・・㻝㻜分
⑦自己評価・・・㻝㻜分
⑧相互評価・・・㻝㻜分
運営手順 㻔グループ㻟名㻕
㻨単元自己評価㻪
㻨単元相互評価㻪
単元学習目標
授業中に概説書
を確認する学生
教員 概説書の不明点
に個別対応する
課題設定
実施計画作成
単元目標解説
計画アドバイス
課外
自己研究
学生による討議
運営と評価
学生・単元評価
事前学習解説
1コマ 1コマ
単元 パック
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⑸行動特性の導入研究と実証
　行動特性に関する所属企業での導入検討は、2001年から人事制度への導入というテーマ
で開始された。どのような支援を受けて導入をするかは最も重要なカギであった。後に人
事評価制度と人材育成の両輪での運用となったことで、総合的に行動特性の実務での評価
が得られることとなった。行動特性の導入に対してどのように学ぶかということについて、
まずスタッフが書店に走った。書店には、何十人もの著者がこの分野について研究し書籍
に著していた。1980年代に米国のマクレランド教授が定義化まで研究を推し進め、米国で
企業導入が1990年代に盛んになり、日本でも大手企業が導入し不成功との話題が取り上げ
られる中、積極的な人事制度への導入にチャレンジをしている企業が研究価値を生み出し
ていたものと思われる。
　書籍を著した研究者の中から特定の支援者を選び出すことは難しかった。それは、どの
ように導入した場合に失敗があり、どのように導入した場合に成功に至るかを実務実証的
に知ることが、導入支援を受けるための条件としたためである。残念ながら、書店に並ぶ
研究書からは、実際に企業導入に直接携わった筆者を探すことができなかった。そのよ
うな中、スタッフが探し当てた「導入に携わり支援ができる」人物は、全国で３名の実務
経験者であった。３名は、企業の人材開発研究所責任者、コンサルティング会社スタッフ、
大手製薬会社での導入責任者であった。前者の２人は、業界関係などビジネス上ニュー
トラルではなかったため、大手製薬会社出身の導入実務経験者が支援者として選定された。
この経緯から、現在のバックボーンは、行動特性の源流であるマクレランド教授＆ヘイグ
人事考課への導入 人材育成への導入
職長面談による
レベル評価の調整
自己レベル評価
達成目標の設定
自己レベル評価
職長によるレベル評価
昇給/昇格･賞与へ反映
成果評価 行動評価
行動特性と活用の理解
目標/職長の期待
自分の行動モデルの作成
※ 役割別集合教育
職長への
行動目標報告
自分の行動モデルの
向上項目を設定した
ロールプレイング
日
々
の
育
成
現場実践
現場活動
2014-2015  internship proposal   
行動特性の実践適用ステップ
期初
期末
同
役
割(
職
種)
メ
ン
バ
ー
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
討
議
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ループの流れに繋がるものとなった。
　2003年には、支援を得ながら行動特性を明らかにする取組みが約１年間をかけて開始さ
れた。社員9,000名、23の職種について業績優秀とされる社員を職種ごとに５名程度を選
抜し、一人あたり４時間前後のインタビューにより、行動特性を明らかにする作業が行わ
れた。この段階での成果は、20項目の行動特性項目にたどり着いたこと、さらに業績優秀
とされる社員は、過去の重要な場面について、事細かに記憶しており、その重要な場面に
ついての成功、失敗についての自己認識を明確に持っているという点であった。特定され
た行動特性項目とレベルは、現場適用時の行動特性基準一覧表としてまとめられた。これ
は、現場で行動特性と実務の関係性を確認するために使用されるが、組織の特性ごとに基
準一覧を複数パターン用意することは、さらなる行動の明確化につながりそうであるが、
実際は組織の成熟度の向上には繋がらないという側面を持つ。
　2005年には、行動特性に関する社員教育の開発が開始された。この開発では、すべての
ものをオリジナル開発するという方針をとった。従来、社員教育において新たな手法等を
導入する場合、外部のノウハウを有する組織から教材や講師を調達する。しかし、現場導
入に合わせてより適応度を上げる改訂には、著作権の壁が立ちはだかる。著作権の壁によ
り、教材の１文字も変更が不可能であることや、現場適応度を上げるためのブロック単位
での追加開発においても高額の費用が必要となる。この行動特性の導入においては、現場
実証を重ねた柔軟な対応が必要であり、教育の開発には、オリジナルが不可欠となる。イ
ンターンシップＡの教育開発においても、オリジナル開発を原則としている。
　2007年からは、約700名の組織職に対する行動特性の評価者としての教育が集合研修形
式で開始された。さらに、評価者教育進度に合わせて、現場主任クラス約1,500名に対し
て育成面を重視した教育が行われた。行動特性評価は、データベースを利用し、本人と上
司が重要としている行動特性項目のレベルをそれぞれに評価し、レベルを面談により統合
するものである。この４年間の実務適用から、多くの企業チャレンジで報告されている業
績評価と行動特性評価のバランスの難しさが確認された。人材育成面では、新たなフレー
ムワークを導入することに繋がり、有効性への期待が高まった。
　行動特性の実務適用については賛否両論が存在するが、その特徴を上手に捉え、適切な
分野に活用することができると考察できる。
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⑹行動特性の新たなモデル化の考え方
　行動特性は、子供の時から周辺の影響を受けて積み上げられた感情や感性が資質特性と
して形成され、その資質特性をもとに行動の動機が生まれ、主にその動機により本人が意
図する行動が起きると考えられる。この資質特性から個性が出てくると考えられるが、資
質特性をもとにした動機により目に見える行動として表現された場合のみ、外部から認識
することがでる。動機から行動が起こり成果に結びつくが、その動機はどのような成果認
識をするかにより、強さや適切さが変化する。成果認識が資質特性に左右されるのであれ
ば、その認識の質はすでに決定されるわけであるが、成果認識の考え方やその関連性を明
確にする訓練や指導により高められる。
　成果に向けた行動が適切化されるためには、様々な行動を種類別に分け、その中からよ
り適切な行動の種類を選択し実行することが必要となる。上記の新たなモデルでは、成果
に向けた行動をその場面に対して時系列的にモデル化したものである。行動特性モデルに
おいて、成果達成に向けた適切な行動の種類を選択し、その行動の内容を検討し、事前準
備を行い実行することにより、成果への達成度を高めることができる。
　この場面の行動特性のモデル化により、成果に向けた行動の評価をすることができる。
自己評価は、レントゲン診断を受けるように、その行動の一つひとつが適正に実行され効
果があったかを検証することになる。また、仕事に熟練し場面への対応が慣れてきた段階
で成果達成度が下がった時に、自己確認をするために使用することにも有効である。行動
の種類を分類することにより、弱い行動項目をチーム力やツールで補完することができる。
・得たい状態(目標：ゴール)に向け
て、効果的に行なうことができる。
・行なうべきことに不足が無いかを
確認できる。
・うまくいっていないときに、行な
うべきことへの振り返りができる。
教員用サンプル
第6回単元 プレゼンテーション行動モデル ワークシート
ゴール
スタート
対人理解力
プランを聞いていただける
ことへの感謝の気持ちを表す
対人影響力
学長がこのプランに賛同し
導入の決断をしたときに
学生の満足度がどの程度
あがる見込みかを説明する
三角ロジックで整理した
実施案の妥当性を説明する
達成志向力
説明した内容により、導入の
判断ができるかについて
・「導入はよろしいでしょか」と
確認する
対人理解力
発表者が困っている時には
他のメンバーが、すぐに
補助に入れる
・身支度を整える
・学長に挨拶し、席にご案内する
・背筋を伸ばし話す
・ 明るく、ハキハキと話す
相手志向力
徹底力
・プレゼンテーションの行動
の流れに沿って行なう
<&事前練習を行なう>
学長にとって、説明した内容
以外に心配なことは無いかを
質問により確認する
チームワーク
[場面] 学長に「作新学院大学をよりよくするための提案」
を説明する場面
[得たい状態] 食堂でおいしく食べられる環境を整備し、
学生満足度を上げるために ・・・(目的)
学長が私(学生)の説明を聞き、このプランを
導入しても良いと感じる。(判断できる)・・・(目標)
行動特性のモデル化について
2014-2015  internship proposal   
成 果
知 識
動 機
態度(性格･信念･使命感)
技術
①成果認識
②資質特性
③行動特性 モデル化
19項目(基礎7項目)
(1)各時限ごとに成果物を求める
(2)各時限で行動項目の実践を求める
これにより行動を新たにする
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　①行動特性の新たなオリジナルモデル化により実務適用度を向上する
　従来の行動特性モデルは、組織の全体的な成果に結びつく行動特性項目を特定し、リス
ト化して組織メンバーに提示する形である。このリストは、人事評価や人材育成に用いら
れる。人事評価では、行動の項目に対して、その行動のレベルを本人評価や上司などの他
己評価により行われる。人材育成では、就業の初期年次への成長目標や、組織職登用時に
必要とする条件として活用される。
　従来モデルは、個人の中心的なエネルギー源となる行動項目を特定し、主に関連する人
的な横軸と技術的な横軸の行動項目を明らかにするものである。このモデルは、組織のトッ
プリーダーが、全組織メンバーに共通の方向性として提示することにも用いられる。これ
らのモデルは、全組織メンバーに共通の考え方として示されるため、実行と評価は個人に
委ねられることになる。
　新たに作成した場面型のオリジナルモデルは、より実践的に用いるために、行動特性の
考え方を踏まえて、行動特性を発揮すべき重要な場面を特定し、その成果に至るまでの行
動特性の検討を可能にするものである。
　新たなモデルでは、（重要な場面の認知＋場面で到達すべき目標の認知）×（意図した
行動特性項目の発揮＋行動差違の分析と修正）×動機＝行動のレベル＝成果の大きさとし
てその要素を表現できる。これらの構成要素ごとに対応が適切であった場合に、その重要
な場面での成果が最大化される。構成要素への対応は、自己認識や指導により適切度合い
を向上させることができる。
2014-2015  internship proposal   
行動特性の新たなオリジナルモデル化
(1)従来型モデル (2)リスト型モデル
(3)場面型モデル(オリジナルモデル)
人材育成の面で行動特性を
使用する場合。場面とその成果
目標に到達させるための行動
項目を検討しモデル化する。
研究による従来型、リスト型モデル
は自分の行動を具現化しにくいため
オリジナルの行動特性モデルを適用
相手志向力
対人影響力
達成志向力
徹底力
チームワーク
人的人的
知識・技術的
知識・技術的
(中心特性)
 教員用サンプル
第6回単元 プレゼンテーション行動モデル ワークシート
ゴール
スタート
対人理解力
プランを聞いていただける
ことへの感謝の気持ちを表す
対人影響力
学長がこのプランに賛同し
導入の決断をしたときに
学生の満足度がどの程度
あがる見込みかを説明する
三角ロジックで整理した
実施案の妥当性を説明する
達成志向力
説明した内容により、導入の
判断ができるかについて
・「導入はよろしいでしょか」と
確認する
対人理解力
発表者が困っている時には
他のメンバーが、すぐに
補助に入れる
・身支度を整える
・学長に挨拶し、席にご案内する
・背筋を伸ばし話す
・ 明るく、ハキハキと話す
相手志向力
徹底力
・プレゼンテーションの行動
の流れに沿って行なう
<&事前練習を行なう>
学長にとって、説明した内容
以外に心配なことは無いかを
質問により確認する
チームワーク
[場面] 学長に「作新学院大学をよりよくするための提案」
を説明する場面
[得たい状態] 食堂でおいしく食べられる環境を整備し、
学生満足度を上げるために ・・・(目的)
学長が私(学生)の説明を聞き、このプランを
導入しても良いと感じる。(判断できる)・・・(目標)
行動 行動レベル
達成志向力
示された役割や目標を的確に把握しており、指示
されたことや定められたことは、確実に実行して
いる。
相手志向力
(顧客志向力)
相手(お客様)のご要望や顕在化しているニーズを
的確に把握して、情報や商品・サービスを提供し
ている。
チームワーク力
上司(先生や先輩)やまわりの指示のもと、チー
ム・組織員としての協調やメンバーへの支援を進
んでおこなっている。
先見力
上司(先生や先輩)やまわりの指導のもと、現在取
り組んでいる仕事のアウトプットイメージを意識し
ながら、仕事に取り組んでいる。
徹底力
正確さ、品質、納期、手順などについて、示され
た基準や目標を達成できるよう努めており、
フィードバックをもとに把握できている。
対人理解力
先入観をもたずに相手を理解しようと、常に努め
ている。
一
般
職
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　②授業で作成する行動特性モデルと企業の実務教育で作成される行動特性モデル
　モデル図Ａは、授業で作成される「学長に大学の改善策をプレゼンテーションする」と
いう場面のモデル例である。モデル図Ｂが、実際に仕事に携わっている技術者の検討モデ
ルである。20の行動特性項目から選択し、その重要な場面を達成するための最適なものを
時系列的にモデル化することができる。
　得た知識や技術を頭の中に置いておくのでは、目標を達成できない。その知識や技術を
行動という目に見えるもので表に出すことでしか場面を進め目標に近づくことはできない。
行動モデルを検討し、その行動特性項目では具体的に何をすべきかを検討する。それぞれ
の行動特性項目は、関連し合って効果を発揮する。得た知識を言葉や文章にする行動が専
門性発揮力であるが、技術者が専門用語を多用してもオーディエンスの理解には至らない。
専門性発揮力をお客様の満足する範囲に絞り調整し、オーディエンスに理解できる言葉に
変換して話すという顧客志向力の発揮が必要となる。熟達が進むと、行動により発進した
情報をオーディエンスがどのような立場からどのように感じているかを認識する対人理解
力が同時に発揮されるようになり、より効果的な対応をすることができる。
　一つの重要な場面で主に使用する行動特性項目は、５～６項目程度でありオーディエン
スの状況により判断しながら使用することが可能である。このモデルを描くことにより、
各行動特性項目ごとに事前準備の検討と訓練ができる。例えば、提示するコンテンツを用
意するばかりではなく、オーディエンスが感情的に話を受け入れる状態にするためにどの
ようなことをすべきかなどを検討し、行動ができるように練習をすることである。
　また、仕事の熟度が上がるに応じ行動特性項目を見直すことにより、目標の達成度を向
上させていくことができる。これらを繰り返していくことにより、環境が変化した場合に
も、行動を新たにしていくための一つの手立てとすることができる。例えば、専門性が高
まり、より高度な提案ができるが受け入れられない場合、前工程で行うべきオーディエン
スの受け入れ環境づくりが疎かになっていたなどの発見に役立つ。
モデル図　Ａ モデル図　Ｂ
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⑺インタビューにより個人の中心的な行動特性を特定する
　行動特性の考え方を利用することにより、学生が主にどのような能力を発揮することが
得意なのかをインタビューで特定することができる。就職活動における履歴書での頑張っ
たことの明確化アドバイスや就職面接での対応に有効である。
　サークル活動に所属する自己の強みについて、学生時代に頑張ったことを主張している
学生へのインタビューにおいて「サークルでの立場」「サークルの印象的な成果」「成果を
出した重要な場面の特定」「その場面でその学生がどのような行動をとったのか（行動特
性項目）」「どのような気持ちからその行動をとったのか（動機）」「その行動で関係者はど
のような反応をしたのか（レベル）」「うまくいかず他に行ったことはあるか（成果認識）」
の順でインタビューを行う。このインタビューでその学生の強みが想定できたら「他の重
要な場面でどのような行動をしたか」という行動特性の再現性について、上記の各質問を
行う。
　その学生の中心となっている行動特性は、重要な場面でいつも同じように発揮されると
いう特徴を持つ。動機のインタビューを行うことにより可能性のある複数の行動特性項目
から主に発揮されている項目を特定することができる。学生の特徴が明確に確認できれば、
組織活動のどのような場面でどのようにその能力が発揮できそうかを想定できる。そのこ
とにより、単に「サークルで頑張りました」から「サークルのメンバー全員が一丸となる
ことに頑張りました。」というチームワーク力という能力を示すことが可能となる。
中心行動特性
<重要な場面で起こったこと>
テニスサークルの大学2年生の春の大会で
準決勝に勝ち進んだ時、部長の私は、選手
一人ひとりを呼んで、明日の決勝での対策の
確認を個人ごとに行った。
中心行動特性の例
Q. なぜ、そのようなことを
行ったのですか
A1. 二部リーグ昇格が
かかっていたので
何としても優勝した
かった。
誰かが負けても、半数
以上の選手の勝ちが
必要だと思った。
達成志向性の行動特性が中心
A2.準決勝に勝ち進んだ
のは、部のメンバー一人
ひとりが頑張った結果だと
うれしく思った。
明日の決勝に向けて全員の
気持ちを合わせて行くこと
が大切だと思った。
チームワークの行動特性が中心
周辺行動特性 周辺行動特性
周辺行動特性
周辺行動特性
おさえておきたい周辺行動特性おさえておきたい周辺行動特性
成 果
知識
技術
行動
特性行 動
動 機
中心能力を特定するための動機の確認
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⑻行動特性の種類と基準一覧
　具体的な行動特性項目の内容とレベルについて、指導者の育成の目線を合わせるために
「本学の行動基準一覧」として表している。
　仕事で必要とされる19の行動特性項目のうち、インターンシップＡでは「達成志向力」「相
手志向力（顧客志向力）」「チームワーク力」「先見力」「徹底力」「対人影響力」「対人理解
力」の基礎的な７つの項目を対象として、授業の中で自己設定し振り返りを行っている。
　次年度のインターンシップ及び就業時に追加する行動特性項目として「分析的思考力」
「概念的思考力」「情報志向性」「状況対応力」「関係構築力」「組織感覚力」「専門性発揮力」「情
報共有力」「自信」「セルフコントロール」「リーダーシップ力」「指導・育成力」の12項目
を想定している。
　各行動特性項目のレベルを「レベル１」から「レベル４」の各段階で設定している。仕
事における新入社員がレベル１、中堅社員がレベル２、リーダーがレベル３、パラダイム
を変える立場がレベル４で想定されている。上記の行動特性一覧では、本学学士の卒業時
のレベルを1.5と設定している。レベルを１から1.5に引き上げているのは、アグレッシブ
な活動を行う学生の期待値である。
　行動特性は、各学生の特徴により到達レベルが異なることから19の項目について均一的
にレベル1.5を目標値としているわけではない。主たる期待値は、問題行動のレベル－１
が確認された項目の行動特性を改善すること、基礎的なレベル１の中の必要な項目につい
て常用できることが期待値である。
2014-2015  internship proposal   
行動特性基準一覧
就業5年目
期待レベル
卒業時
期待レベル
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⑼行動特性基準一覧の運用
　行動特性基準一覧は、横軸に行動特性のレベル概要と縦軸に行動特性項目概要、及びマ
トリックス部分の行動特性項目別レベル別の具体的な行動例で構成されている。
　行動特性を活用する場合は、縦軸の各行動特性項目の概要を項目ごとに理解すること及
び横軸のレベルごとの考え方の概要を理解することが必要である。
　インターンシップＡの７つの行動項目の概要は下記のとおりである。
行動特性項目 定義（概要）
１ 達成志向力 目標達成のために粘り強くこだわり、自らやりきる行い
２ 相手（お客様）志向力 常に相手（お客様）の立場で考え満足する行動を続ける行い
３ チームワーク力 チームメンバーの困りごとを察知し、働きかける行い
４ 先見力 次の重要な場面に対して、適切な準備をする行い
５ 徹底力 マニュアルなどの手本を守り、正しく処理をする行い
６ 対人影響力 働きかけにより、相手の考えや行動に影響を与える行い
７ 対人理解力 相手の考えや感情を汲み取り、尊重していく行い
　この７つの項目は、組織に所属し仕事をする若年期に、必要となる行動特性項目である。
実務での適用時は、この行動特性項目を組合わせて使用する。各行動特性項目は、元素の
ようなもので、酸素と水素を組合わせて水になるというような特徴を持っている。
　たとえば、達成志向力は、目標に向けひたすら突き進むという行動とは裏腹に、達成の
2014-2015  internship proposal   
行動特性基準一覧
横軸 ⇒
マトリックス
記述部分
縦
軸⇒
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ためにはチームメンバーや相手の利益に目を向けにくいという危うい面を持っている。ま
た、相手志向力は、相手の利益や満足を増大させることに一心となり、自分の組織にとっ
ての利益を確保できないといった側面を持つ。すなわち、達成志向力と相手志向力を組合
わせて使うことにより、相手の利益と自分の組織の利益の両方が実現できる。
　横軸の行動特性のレベルについて、大学在学中に組織で仕事をしていくための主要な項
目のレベル１を目標に、アクティブな学生には、その学生の得意な行動分野において、レ
ベル２が実行されることを期待している。
　各レベルの定義概要は以下のとおりである。
レベル レベル４［卓越］ レベル３［自律］ レベル２［自学］ レベル１［受用］
定義
抜きんでた行動によ
りパラダイムを変化
させ、状況を好転さ
せる
環境を感知し、相手
視点を基本とした自
身の方針で行動する
自分のなすべきこと
を考え、試行錯誤か
ら学び適正な行動を
定着させる
新たなことを受け入
れて用い、行動の意
味を理解し、効用を
実感する
期間 就業（５年目）期待レベル 大学卒業時期待レベル
　インターンシップＡでは、各単元ごとに７つの行動特性項目のうち１～２を取組むべき
行動として指定されるとともに、自主的に取組む１～２項目を決めて参加する。授業終了
時レポートにより、その行動について自己評価する。その回の授業で指定された行動特性
項目については、教室全体または発揮された好事例について教員よりコメントが行われる。
　第６単元では、初回授業から積み上げてきた「大学をよくする」ための関心事の洗出し
から解決策案策定までの各ステップをまとめ学長にプレゼンテーションをするテーマが
与えられる。このプレゼンテーションのやり方をどのように考えるかについて、各回の単
元で体験してきた７つの行動特性項目について再認識するとともに、その行動特性項目は
組合わせて使用することを学ぶ。この第６単元で、学長にブレゼンテーションをするため
の「行動特性モデル」をグループ討議により作成する。そのことにより、行動特性項目を
場面に応じて組合わせて用い、効果を出すことに気づくプログラムとして構成されている。
　学習態度が成熟した対象者に対しては、行動特性の理論を学習したうえで、イベントに
参加した時に臨機応変に考えさせ、適正な行動であったかを自己評価させることが可能で
ある。一方、学習態度が直観的なレベルにある場合は、興味を引き集中して取り組める場
面を用意し、その場面に参加する中で体験的に気づき、学びにつなげるプログラムの方が
理解と定着に結び付けることができる。
　インターンシップＡ授業初年度の最終授業時に行われた７つの行動特性項目に対する
振り返りレポートにおいて、その気づきが確認された。
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５．おわりに「今後のさらなる展開への考察」
　学部学生のどの時期のどのような成長の状態を目指して学部教育を組立てるかにより、
教育のコンテンツ内容や運営方法が異なってくる。本学の教育理念である「時代の変化に
対応して自らを常に新しくしていくとともに、時代に応じて変化する社会に対して積極的
に働きかけ、社会を良き方向に変える能動的人間の育成」は、大学がどの時期まで学生の
成長に関与するのかを考察するために重要な記述である。教育理念は、企業における「経
営理念」であり、建学の精神は「行動指針」である。これらが変わることは会社の名前が
変わることを意味し、大学では大学名が変わることを意味する。
　学部教育を「本学らしさ」のものとして特徴づけるためには、この教育理念と建学の精
神に基づく人材育成が行われ、関係者に合意を得られることが、大学としての社会への貢
献がどのようにできているのかを評価するうえで重要なことと考える。
　では、関係者とは誰なのかということが問題となる。販売会社では、商品を購入し代金
を支払う側がお客様であり、お客様のために社内外の関連する全員が「お客様が満足する」
ための活動を行っている。一面では、大学に授業料を支払っているのが保護者とすれば、
保護者がお客様であるとも言える。では、在学する学部生は、お客様ではないのであろう
か。学生がお客様として、サービスを提供するというのも一理あると思われる。では、な
ぜ学部生に「学べ」「頑張れ」「自主性を持て」と言うのであろうか。保護者、学部生、教
員、職員、清掃の方、地域の方、就職先の企業の全員が一つの目的に対して努力するとす
れば、それは誰のためにが重要となる。
　本学の教育理念の「時代の変化に対応して自らを常に新しくしていくとともに、時代に
大学教育理念・建学の精神実現の鳥瞰図
2014-2015  internship proposal   
教育理念の体現により「社会貢献する人材」を輩出
顧客の満足
業務ﾌﾟﾛｾｽ
学習と成長
財務の
健全化
｢学士作新民｣として社会に
積極的に貢献する人材の輩出
大学認知の変化による
学生の質と定員の確保
｢学士作新民｣
育成ｼｽﾃﾑの稼動
実践力の発揮による鍛錬
2学部の特長を活かした
共同研究による育成方法の醸成
他大学に無い差別化された
育成メソッドの開発｢学士作新民｣
学士作新民の育成メソッド
と育成状況の把握及び広報
目的に応じ構造化された
教育科目の構築
共通の育成科目を担当する
教職員の育成
社会人1～5年の満足向上
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
㻭
㻯
㻮
ｱ
ｲ
ｳ
ｴ
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応じて変化する社会に対して積極的に働きかけ、社会を良き方向に変える能動的人間の育
成」は、卒業時に成し得るレベルではなく、仕事に就いて５年程度経過し、仕事の知識や
技術を身に着け、チームを率い、自らの判断で価値を作り出している状態で成し得ること
である。そして、その活動で生まれた価値が社会に影響を与えているという状態が理にか
なっている。本学の教育を考えるうえでは、学部生自身が仕事に就いた５年目の社会人が
「お客様」と設定する方が適切なのではないだろうか。そのお客様のために、学生自身も
最大限の努力をし、保護者、教員、職員、清掃の方、地域の方、就職先の企業の全員が支
援をすることになる。「自分を環境に合わせ新たにし、地域に貢献できる」という人物の
具体的な能力を特定すれば、大学として果たす役割を「入学時」「在学中」「卒業時」「就
業５年間」に分け、それぞれの期間の目標やそのために何を行うかについて定義化できる。
　変化することがない教育理念につなげた取り組みは「本学ならではの特徴をもつもの」で
あるから、コアプログラムとしてオリジナルのものとなる。その全体像をＢＳＣ（バランスス
コアカード）フレームで一例として表現したものが、上記の本学「建学の精神」鳥瞰図である。
　ＢＳＣなどにより、取組むべきテーマ構造が表現できれば、下記のように各視点で行う
べき「戦略」、戦略実現のための「重要成功要因」、うまくいっているかを確認するための
「評価のための指標」を整理することができる。
　大学で行われる一つの教育が、大学の特色の中のどの部分に紐づけされるのか、その教
育で学生は何を学び、何ができるようになるのかということを確認する手立てとして、こ
のフレームワークからヒントが得られる可能性があると考える。
　最後に、この寄稿やインターンシップの推進において、キャリア・就職支援委員会部長
である藤本一男教授に、ご支援を頂いたことに感謝申し上げたい。
2014-2015  internship proposal   
｢学士作新民｣輩出実現のための重要成功要因
視点 戦略目標 重要成功要因 評価指標
顧
客
の
満
足
1.社会人1～5年の満足向上 1.実践の成果共有
2.社会人作新民のネットワーク
・育成ﾒｿｯﾄﾞ有効率
2.｢学士作新民｣として社会に
積極的に貢献する人材の輩出
1.就職先のターゲットセグメント
2.社会からの要求の確保
・ターゲット別就職率
・要求能力の確定品質
3.大学認知の変化による
学生の質と定員の確保
1.育成ﾒｿｯﾄﾞと成果の信頼性
2.入学審査の進化
・学生、保護者満足度
・入学指標の的確度
業
務
ﾌﾟ
ﾛ
ｾ
ｽ
4.実践力の発揮による鍛錬 1.対外試合への参画
2.学生特性別の階層育成
・行動評価目標達成度
・学生評価(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ)
5.｢学士作新民｣
育成ｼｽﾃﾑの稼動
1.育成の進度への支援
2.学生満足度のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
・計画進度達成率
・取組み意欲向上度
6.学士作新民の育成ﾒｿｯﾄﾞと
育成状況の把握及び広報
1.実践成果の可視化と認知
2.広報手段の選択と頻度
・受益者満足度
・学生の質の変化度合
学
習
と
成
長
7.他大学に無い差別化された
育成ﾒｿｯﾄﾞの開発｢学士作新民｣
1.作新民の特性の具現化
2.育成メソッドの検証と成長
・組織による検証量
8.共通の育成科目を担当する
教職員の育成
1.専門職務と共通職務の制度化
2.建学の精神実現思考向上
・共通職の育成度
9.2学部の特長を活かした
共同研究による育成方法の醸成
1.人材を成長させる研究
2.育成段階の構造化
・2学部共同研究率
・テーマ研究深度
10.目的に応じ構造化された
教育科目の構築
1.目的別人材育成像の明確化
2.構築目的と必要能力の一致
・改善要求量と改善率
・構築率
213
キャリアデザインにおけるインターンシップ基礎教育の開発
Sakushin Gakuin University Bulletin No.8 2018.3
参考文献
文部科学省「第２期教育振興基本計画」概要及び本文　平成25年６月閣議決定文書
文部科学省「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」の見直し　平成26年４月改正版
独立行政法人日本学生支援機構「平成26年度インターンシップ等実務者研修会」報告書平成27年版
厚生労働省「平成28年度大学等におけるキャリア教育実践研修」テキスト　平成28年９月版
文部科学省「インターンシップ好事例集－教育効果を高める工夫17選－」　平成28年10月版
吉川武男　「バランス・スコアカードの知識」日本経済新聞社　平成18年５月版
＜サマリー＞
　教育の開発においては、専門性が重要であると同等に、大学が目指す人材育成の方向に対して、
どのような紐づけがされるかも重要な関心事である。
　キャリアデザインの科目としてのインターンシップＡの開発は、実務適用において有効性が確認
されたメソッドを利用し、かつ教育理念に紐づけられることを要件としている。
　授業のフレームワークは、縦軸で知識学習をしながら、同時に横軸で行動学習の積み上げができ
るプログラムとなっている。単に問題解決としての成果を出すだけでなく、そのプロセスで必要と
なる行動特性を同時に学び、自己確認をすることとなる。
　個人ごとに行動に対する課題意識が異なるため、高まった行動特性項目は異なるが「このように
思いやってみた」「これはやってみたが難しい」など、意図を持った行動から気づきが生まれ、行動
の再認識ができたという成果に結びついた。
＜Summary＞
In	 developments	 of	 education,	 it	 is	 important	 the	 academic	 and	how	 it’s	 connected	 to	 the	
direction	of	human	resources	development	 that	 the	university	aims	 likewise.	The	development	
of	 internship-A	as	one	of	 the	subject	of	career	managements	requires	using	methods	which	are	
confirmed	practical	effectiveness,	and	connecting	to	an	education	philosophy.	Frameworks	in	a	class	
design	to	be	able	to	learn	knowledge	and	also	competency	action	at	the	same	time.	It	is	not	only	
succeeding	a	problem	solving	approach,	but	learning	competency	and	confirmation	by	themselves	
simultaneously.	Every	person	has	each	problems	and	each	thoughts	 for	their	actions.	Therefore,	
their	competency	which	are	boosted,	are	different.	However,	actions	having	each	thought	succeed	
new	notices	and	realize	their	actions.
